
外用消炎・鎮痒剤

日本薬局方

Phenol and Zinc Oxide Liniment

※※２０１６年１１月改訂（第８版）
※２０１４年２月改訂

貯 法：気密容器、室温保存
使用期限：５年

（外箱等に表示の使用期限内
に使用すること）

注 意：「取扱い上の注意」の項参照

日本標準商品分類番号

８７２６４９

承認番号 １６１００AMZ００６０６

薬価収載 １９５６年５月

販売開始 １９９７年８月

再評価結果 １９８２年８月

【禁忌（次の部位には使用しないこと）】
び爛・潰瘍・結痂・損傷皮膚および粘膜

【組成・性状】
組成

販 売 名 カチリ「ホエイ」

日 局 別 名 カチリ

成分・含量
（１�中）

日局 液状フェノール ０．０２２mL
日局 酸化亜鉛 １００�

添 加 物 グリセリン、トラガント末、カルメロースナ
トリウム

製剤の性状
白色ののり状で、わずかにフェノールのにおいがある。

【効能・効果】
皮膚�痒症、汗疹、じん麻疹、小児ストロフルス、虫さされ

【用法・用量】
通常１日１～数回適量を患部に塗布する。
なお、症状により適宜増減する。

【使用上の注意】
１．副作用
本剤は使用成績調査等の副作用発現頻度が明確となる調査
を実施していない。

頻度
種類

頻度不明

過敏症注） 過敏症状

皮 膚注） 発疹、刺激感等

注）このような症状があらわれた場合には使用を中止すること。
２．適用上の注意
使用時
�１眼には使用しないこと。
�２長期間または広範囲に使用しないこと。

※※【薬 効 薬 理】
皮膚炎に対し、防腐、消毒、鎮痒の各作用を有するリニメントとし
て使用される。フェノール（２％）の防腐、消毒、鎮痒作用と酸化
亜鉛の収れん作用のほか、皮膚面に塗擦すると水分が蒸発してトラ
ガントの薄膜が残り、皮膚を保護する作用を有する。１）

※※【有効成分に関する理化学的知見】
１．液状フェノール
本品は「フェノール」に、その１０％に相当する「常水」、「精製
水」又は「精製水（容器入り）」を加えて液状にしたものである。
一般名：〔日局〕液状フェノール（Liquefied Phenol）
性 状：本品は無色又はわずかに赤色を帯びた液で、特異なにお

いがある。
本品はエタノール（９５）、ジエチルエーテル又はグリセ
リンと混和する。
本品とグリセリンの等容量混液は水と混和する。
本品は光又は空気によって徐々に暗赤色となる。

本品は皮膚を侵して白くする。
比重 d２０２０：約１．０６５

フェノール
一般名：〔日局〕フェノール（Phenol）

〔日局別名〕石炭酸
化学名：Phenol
分子式：C６H６O
分子量：９４．１１
構造式： OH

性 状：本品は無色～わずかに赤色の結晶又は結晶性の塊で、特
異なにおいがある。
本品はエタノール（９５）又はジエチルエーテルに極めて
溶けやすく、水にやや溶けやすい。
本品１０�に水１mLを加えるとき、液状となる。
本品は光又は空気によって徐々に赤色を経て暗赤色と
なる。
本品は皮膚を侵して白くする。
凝固点：約４０℃

２．酸化亜鉛
一般名：〔日局〕酸化亜鉛（Zinc Oxide）

〔日局別名〕亜鉛華
分子式：ZnO
分子量：８１．３８
性 状：本品は白色の無晶性の粉末で、におい及び味はない。

本品は水、エタノール（９５）、酢酸（１００）又はジエチル
エーテルにほとんど溶けない。
本品は希塩酸又は水酸化ナトリウム試液に溶ける。
本品は空気中で徐々に二酸化炭素を吸収する。

【取扱い上の注意】
経日的に分離を起こしたり、粘度が変化することがあるが、
このような場合には、軟膏ベラ等でよくかき混ぜて使用する
こと。

【包 装】
５００�

※※【主 要 文 献】
１）第十七改正日本薬局方解説書：C‐４４２０，廣川書店，２０１６

※【製品情報お問い合わせ先】
ニプロ株式会社 医薬品情報室
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